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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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Ⅰ　発起人（敬称略）

　₁　埼玉県知事　大野元裕（発起人代表）

　₂　さいたま市長　清水勇人

　₃　公益社団法人日本獣医師会会長　藏内勇夫

　₄　公益社団法人埼玉県獣医師会会長　中村　滋

髙橋三男名誉会長旭日小綬章受章祝賀会開催される

受章者髙橋三男ご夫妻を囲む発起人の皆様
前列左から　大島修一埼玉県歯科医師会会長、古川俊治埼玉県獣医師連盟顧問・参議院議員、藏内勇夫日本獣医師会会長・世界獣医師会
次期会長、大野元裕埼玉県知事（発起人代表）、髙橋三男ご夫妻、清水勇人さいたま市長、中村滋埼玉県獣医師会会長、金井忠男
埼玉県医師会会長、立石泰広埼玉県議会議長
後列左から　池田一義さいたま商工会議長連合会会長、宇佐美晃日本獣医師会関東地区理事、境政人日本獣医師会専務理事、江原大輔
さいたま市議会議長、鳥海弘日本獣医師会副会長、小野恭利関東信越税理士会埼玉県支部連合会会長、村中志朗日本獣医師連盟委員長、
上野弘道日本獣医師会東京地区理事（代理　髙橋恒彦東京都獣医師会副会長）、荻野洋埼玉高速鉄道株式会社代表取締役社長

　令和₆年₂月18日（日）、午後₄時からパレスホテル大宮ローズルームにおいて、大野元裕埼玉県知事を発

起人代表とする19名の発起人の呼びかけにより、（公社）埼玉県獣医師会髙橋三男名誉会長の旭日小綬章受章

記念祝賀会が開催されました。360名に及ぶ各界各層の出席者が集まり、埼玉県獣医師会からも約70名の会

員が出席しました。中村会長は発起人として式典の部の開式を宣言するとともに、清水勇人さいたま市長が

乾杯の発声をした祝宴の部では髙橋名誉会長にエールを送りました。会は終始和やかな雰囲気で進み、午後

₇時45分にお開きとなりました。大野知事は閉宴後も発起人代表として髙橋三男名誉会長御夫妻とともに最

後まで出席者のお見送りをしていただきました。

1



　₅　埼玉県獣医師連盟顧問・参議院議員　古川俊治

　₆　一般社団法人埼玉県医師会会長　金井忠男

　₇　一般社団法人埼玉県歯科医師会会長　大島修一

　₈　埼玉県議会議長　立石泰広

　₉　さいたま市議会議長　江原大輔

　10　公益社団法人日本獣医師会副会長　鳥海　弘

　11　公益社団法人日本獣医師会専務理事　境　政人

　12　日本獣医師会東京地区理事・東京都獣医師会会長

　　　　上野　弘道

　　　　（代理　東京都獣医師会副会長　髙橋恒彦）

　13　日本獣医師会関東地区理事・茨城県獣医師会会長

　　　　宇佐美　晃

　14　日本獣医師連盟委員長　村中志朗

　15　日本大学学長　酒井健夫

　16　埼玉県商工会議所連合会会長・さいたま市商工会議所

　　　　会頭　池田一義

　17　関東信越税理士会埼玉県支部連合会会長　小野恭利

　18　関東信越青色申告会連合会会長・群馬県青色申告会連合会

　　　　会長　割田一敏

　19　埼玉高速鉄道株式会社代表取締役社長　荻野　洋

Ⅱ�　髙橋三男先生旭日小綬章受章祝賀会　式典の部　式次第

（16：00～17：00）

　₁　受章者入場

　₂　開式のことば　（公社）埼玉県獣医師会会長

　　　　中村　滋

　₃　発起人紹介

　₄　発起人代表挨拶　埼玉県知事　大野元裕様

　₅　発起人挨拶

　　（₁）（公社）日本獣医師会会長　藏内勇夫様

　　（₂）埼玉県獣医師連盟顧問

　　　　　・参議院議員　古川俊治様

　　（₃）（一社）埼玉県医師会会長　金井忠男様

　　（₄）（一社）埼玉県歯科医師会会長　大島修一様

　　（₅）埼玉県商工会議所連合会会長　池田一義様

　　（₆）埼玉県議会議長　立石泰広様

　　（₇）さいたま市議会議長　江原大輔様

　₆　祝　辞

　　（₁）経済再生担当大臣・衆議院議員　新藤義孝様

発起人代表挨拶
大野元裕知事

式典の部開式のことば
中村滋会長

発起人挨拶
古川俊治参議院議員

祝　辞
村井英樹内閣官房副長官

受章者謝辞
髙橋三男名誉会長、美恵子夫人

発起人挨拶
藏内勇夫会長

祝　辞
新藤義孝経済再生担当大臣

発起人挨拶
金井忠男埼玉県医師会会長

祝　辞
枝元真徹前農林水産

事務事官
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　　（₂）内閣官房副長官・衆議院議員　村井英樹様

　　（₃）前農林水産事務次官・（一社）大日本水産会

　　　　　会長　枝元真徹様

　₇　花束・記念品贈呈

　　（₁）花 束 贈 呈：�お孫さん（髙橋二衣那さん：小学₅年）から受章者へ

　　　　　　　　　　　�お孫さん（髙橋拓三さん：小学₁年）から美恵子夫人へ

　　　　　　　　　　　御夫妻からお孫さんにお返しのプレゼント

　　（₂）記念品贈呈：お孫さん（髙橋心寧さん：中学₃年）

　　　　　　　　　　　お孫さん（菊池風香さん：高校₃年）から受賞者へ

　　（₃）記念品贈呈：お孫さん（菊池健太さん：大学₃年）から美恵子夫人へ

　　　　　　　　　　　御夫妻からお孫さんにお返しのプレゼント

　　（₄）記念品贈呈：（公社）埼玉県獣医師会会長　中村　滋から目録を受章者へ

　₈　受章者謝辞　髙橋三男

　₉　閉式のことば　（公社）日本獣医師会副会長・（公社）神奈川県獣医師会会長　鳥海　弘様

Ⅲ　髙橋三男先生旭日小綬章受章祝賀会　祝宴の部　式次第（17：00～19：00）

　₁　開宴のことば　（公社）埼玉県獣医師会副会長　大橋邦啓

　₂　祝　辞　（一社）全国青色申告会連合会会長

　　　　　　　　　　伊藤升吾様

　₃　乾　杯　さいたま市長　清水勇人　様

　₄　受章者テーブル回り（スライドショー上映）

　₅　祝　辞　復興大臣・衆議院議員　土屋品子様

　₆　祝　辞（マイクリレー）

　　（₁）衆議院議員・参議院議員

　　（₂）埼玉県議会議員：代表者　埼玉県議会議員

　　　　　　小島信明様

　　（₃）市町村長：代表者　本庄市長　吉田信解様

　　（₄）さいたま市議会議員・市町村議会議員

　　　　　：代表者　さいたま市議会議員　鶴崎敏康様

　　（₅）行政関係（国・埼玉県）：代表者　埼玉県副知事

　　　　　　砂川裕紀様

　　（₆）行政関係（さいたま市）：代表者　さいたま市副市長　日野　徹様

　　（₇）商工会議所関係：代表者　さいたま商工会議所副会頭　松永大祐様

　　（₈）日本大学校友会関係：代表者　日大校友会埼玉県支部支部長　堀部和政様

　₇　親族代表謝辞　受章者長男　（公社）埼玉県獣医師会理事　髙橋一成

　₈　エール　（公社）埼玉県獣医師会会長　中村　滋

　₉　締　め　東京大学名誉教授　辻本　元様

　　　　　　　日本大学獣医学科教授　亘　敏広様

　10　閉宴のことば　（公社）埼玉県獣医師会副会長　宗像俊太郎

祝　辞
伊藤升吾全国青色申告会

連合会会長

祝　辞
土屋品子復興大臣

乾　杯
清水勇人さいたま市長

親族代表謝辞
髙橋一成理事
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中村会長によるエール

開宴のことば
大橋副会長

閉宴のことば
宗像副会長

出席した役員・会員を中心に受付業務（写真左）、警備業務：金属探知機（写真右）を担当しました。
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埼玉県獣医師会学術講習会（西支部担当）開催報告

埼玉県獣医師会学術講習会（北支部担当（Web開催））開催報告

西支部長　堅木　道夫 

学術委員会委員長　宗像俊太郎 

学術委員　岩崎　　隆 

　西支部では令和₆年₂月25日（日）、京都大学医生物学研究所准教授の宮沢孝之幸先生をお招きして、「動物
とヒトのコロナウイルスとワクチン戦略」という演題でウイルス学の講義をしていただきました。
　講義内容は、ウイルス学一般から難解な分子生物学の最新情報、そして新型コロナウイルス及びコロナウ
イルスワクチンについてまで、非常に多岐にわたる深い内容でしたが、宮沢先生の分かり易くテンポの良い
心のこもった講義のお蔭で、およそ₃時間という長時間、参加者全員が気を散らすことなく食い入るように
参加しておりました。講義中の先生そして参加者の熱気はここ数年経験した事のない熱量でした。宮沢先生
からも参加者の皆様にお褒めの言葉をいただきました。

〈参加者内訳〉

北支部長　山口　達也

学術委員会委員長　宗像俊太郎

北支部学術委員　山本　慎也

　令和₆年₃月₆日（水）、北支部担当として米国獣医画像診断学専門医の村上正紘先生（米国パデュー大学）
にお願いしZoom形式のオンライン講習会を実施しました。
　「超音波検査で私達は何を見ているのか？超音波物理学で理解するエコー源性の世界」と題して、前半では
日々の臨床の中でなかなか学ぶことが出来ない超音波の特性について学び、後半ではその特性を理解するこ
とで見えてくる、単なる「絵合わせ」ではない超音波診断についてお話していただきました。
　普段何気なく行っている超音波検査ですが、ポイントとなる超音波物理学の特性をおさえることで異常所
見の理解がより一層深まることを学べました。日々の超音波診断のレベルアップにつながる有意義な講習会
となりました。
　
〈参加者：会員52名〉

ひ ろ ば

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

29名 ₀名 １名 19名 ₀名 ₀名 ₅名 ₄名
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埼玉県獣医師会学術講習会（さいたま市支部担当）開催報告
さいたま市支部長　大澤　　健

学術委員会委員長　宗像俊太郎

学術委員　滝沢　直樹

　さいたま市支部では令和₆年₁月に続き、₃月10日（日）、さいたま市開業、大宮クレールどうぶつ眼科の
中泉直樹先生に「犬猫の眼科診療について₂」と題して対面講義をしていただきました。
　講義では前回の各論の続きで緑内障と水晶体脱臼についてご講義いただきました。緊急性の高いこれらの
疾患の症状、検査、診察・治療の注意点、二次診療施設への紹介のタイミング等について、症例を交えてわ
かりやすく詳しくお話しいただきました。参加者からは、猫の瀰漫性虹彩メラノーマの経過観察や手術のタ
イミング等について活発な質問がありました。

〈参加者内訳〉

出席者 さいたま市支部 南支部 西支部 北支部 東支部 団体支部 会員外

28名 16名 ₅名 ₀名 ₀名 ₀名 ₆名 ₁名

広告
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第155回 埼玉県獣医師会ゴルフ同好会コンペ結果報告
埼玉県獣医師会ゴルフ同好会会長　長谷川繁雄

幹事　南支部　石黒　富雄・さいたま市支部　小堺　正人・北支部　山田　和男 

　前日の強風も収まり春の陽気が感じられる空気の中、鴻巣カントリークラブに於きまして第155回埼玉県
獣医師会ゴルフ同好会コンペを20名の参加者で開催いたしました。当日は、初参加の北支部　井　誠先生ご
夫妻をお迎えし、参加者各位それぞれ楽しみながらプレーを満喫いたしました。
　プレー後の懇親会では、前回優勝の南支部石黒富雄先生の発声で乾杯の後、長谷川繁雄同好会会長により
能登半島地震により被災された石川県の先生たちの助けになればということで、同好会の繰越金の中から義
援金を贈ることが参加者に提案され賛同をいただきました。後日本会を通して送っていただく予定でおりま
す。

　上位成績は以下の通りです。
　　優　勝　　増田　　淳先生（衛生支部）38/39　77ストローク、べスグロ
　　準優勝　　山川　勝弘様（賛助会員）
　　第₃位　　椚山　　巌先生（南支部）

　次回は₆月13日（木）PGM武蔵C.C.にて開催される予定です。和気あいあいの楽しい会ですので、会員の皆
様の参加をお持ちしております。

※�：ゴルフ同好会から寄贈された₅万円は日本獣医師会令和₆年度能登半島地震動物救護活動等支援金に送
付させていただきます。（事務局）

後列左から　井　誠先生（北支部）、椚山　巌先生（第3位：南支部）、長谷川繁雄先生（ゴルフ同好会会長：東支部）
前列左から　井先生奥様、増田　淳先生（優勝：衛生支部）、山川勝弘様（準優勝：賛助会員） 　　　　　　　　　
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年　月　日 産　業　動　物 小　　　　動　　　　物 公　衆　衛　生
４月
５月

６月２１日（水）

北支部
「最近の感染症の話題と獣医療ネットワーク」
東京農工大学農学部付属感染症未来疫学研
究センター　水谷　哲也　先生
【Zoomにて開催】

７月
８月

９月３日（日） 令和５年度　関東・東京合同地区獣医師大会（埼玉）獣医学術関東・東京合同地区学会
（さいたま市　ソニックシティ）

１0月

１１月29日（水）

東支部
「こんなことまでできる放射線治療～あな
たの知らない世界～」
どうぶつの総合病院　塩満　啓二郎　先生・
吉川　陽人　先生
（川口市　どうぶつの総合病院）

12月₁日（金） 
 ～12月３日（日）

令和５年度　日本獣医師会獣医学術学会年次大会
（神戸市　神戸国際会議場）

１2月

令和６年
１月21日（日）

さいたま市支部
「犬猫の眼科診療について」
大宮クレールどうぶつ眼科　中泉　直樹　先生
（さいたま市　With Youさいたま）

１月30日（火）
農林支部
令和５年度埼玉県家畜保健衛
生業績発表会
（さいたま市　埼玉会館）

₂月₆日（火）
南支部
「犬猫の脳血管障害の診断と治療」
日本獣医生命科学大学　長谷川　大輔　先生
【Zoomにて開催】

２月
衛生支部
　健康福祉研究発表会
　食肉衛生技術研修会

₂月25日（日）

西支部
「動物とヒトのコロナウイルスとワクチン
戦略」
京都大学医生物学研究所　宮沢　孝幸　先生
（川越市　東上パールビルヂング）

３月₆日（水）

北支部
「超音波検査で私達は何を見ているのか？
超音波物理学で理解するエコー源性の世界」
米国獣医放射線学専門医　村上　正紘　先生
【Zoomにて開催】

３月10日（日）
さいたま市支部
「犬猫の眼科診療について₂」
大宮クレールどうぶつ眼科　中泉　直樹　先生

（さいたま市　With Youさいたま）

３月２７日（水）

東支部
「こんなことまでできる放射線治療～あな
たの知らない世界～」
どうぶつの総合病院　塩満啓二郎　先生・
吉川陽人　先生
【Zoom配信】

令和₅年度埼玉県獣医師会学術広報版

（令和₆年₃月20日現在）
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事　務　局　メ　モ

令和₆年

₃月₆日 埼玉県獣医師会学術講習会（北支部担当
　Web開催）

₃月10日 埼玉県獣医師会学術講習会（さいたま市
支部担当）（WithYouさいたま　さいたま
市　中央区）

₃月13日 狂犬病予防委員会・班長会議（さいたま
市　埼玉県農業共済会館）

₃月22日 総務委員会（さいたま市　ソニックシ
ティ）

₃月26日 第₆回・第₇回理事会（さいたま市　埼
玉県農業共済会館

₃月27日 埼玉県獣医師会学術講習会（東支部担当
　Web開催）

₄月₇日 第₁回関東・東京合同地区理事会・幹事
会（群馬県高崎市　Gメッセ群馬）

₄月24日 監査会（さいたま市　埼玉県農業共済会
館）

₄月24日 第₁回獣医事調査委員会（さいたま市　
埼玉県農業共済会館）

₅月15日 埼玉県畜産会第₁回理事会（熊谷市　ホ
テルヘリテイジ）

₉月₁日 令和₆年度関東・東京合同地区獣医師大
会（群馬）・三学会（群馬県高崎市　Gメッ
セ群馬）

₉月20日 全国獣医師会会長会議（東京都港区　明治
記念館）

₉月21日 2024動物感謝デーinJapan（東京都　世田
谷区　駒沢オリンピック公園

令和₇年

₁月24日 日本獣医師会獣医学術学会年次大会（宮
城県仙台市　仙台国際センター）
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編　集　後　記

　先日心理的安全性に関するセミナーを受講

した。この概念の提唱者は、ハーバード大学

のビジネススクールで教鞭を執るエイミーC.エ

ドモンドソン氏で、1999年に発表した論文

「Psychological Safety and Learning Behavior in 

Work Teams」の中で心理的安全性とは自分の意

見や気持ちを安心して表現できる状態のことで、

上司や同僚に異なる意見を言ったとしても、人

間関係が破綻したり、相手から拒絶されたりし

ないと感じる状態を指し、心理的安全性が高い

と意見の対立があってもチーム内で安心して仕

事に専念できるということであるとしている。

　しかしこの意味を仲良しクラブや居心地が良

いなどの状態と混同してはならない。ぬるま湯

組織では、居心地の良さを維持するため、また

は他者との対立を避けるために自分の意見を主

張しなかったり、相手の間違いを指摘しなかっ

たりする状態が生じるが、心理的安全性が高い

組織では、意見の対立が見られても、生産性を

向上させるための活発なコミュニケーションが

期待できるのである。

　心理的安全性が注目されている背景には、

2012年から₄年間にわたりGoogleが行った「プ

ロジェクト・アリストテレス」と呼ばれるプロ

ジェクトが影響している。このプロジェクトで

Googleは180のチームを選別して、効果的なチー

ムを作るために何が必要かをリサーチした。そ

の結果、効果的なチームに必要なのは、「誰がチー

ムのメンバーであるか」よりも「チームがどの

ように協力しているか」であることが判明した。

個々の能力や働き方、仕事量、在職期間はあま

り重要ではないようである。

　Googleによると、チームの効果性に影響を与

える要素を重要度の高い順に並べると以下の通

りである。

①�　心理的安全性：チームの効果性を高めるに

は、「チーム内で自分の間違いを認める」「質問

する」「違うアイデアを披露する」など、リスク

ある行動を取っても馬鹿にされたり、罰せら

れたりしないという安心感が必要である。

②�　相互信頼：効果性が高いチームは、相互信

頼が高く、質の高い仕事を時間内に達成する。

③�　構造と明確さ：チームの効果性を向上させ

るには、メンバーが仕事上で期待されている

ことや、それを達成するためのプロセス、個々

の行動がもたらす成果について全員が理解し

ている必要がある。

④�　仕事の意味：仕事の意味は人によって異な

るが、メンバーが仕事に対して目的意識を感

じることが重要である。

⑤�　インパクト：「自分の仕事には意義がある」

または「自分がチームの目標達成に貢献できて

いる」と感じると、チームの効果性が向上する。

　これら₅つの要素により、チーム内での他者

への心遣いや小さな気づきも不安なく表現でき

るという安心感があってこそ、生産性や業務目

標の達成、仕事へのやりがいなどを実現させる

ことが可能となる。

　人は社会でさまざまな組織に属すことがある

が、その組織を発展させるためにはこの心理的

安全性を意識した組織構築を行うことが重要で

あると考える。� （黎明）
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わたくしたち埼玉県獣医師会員は、それぞれの
職域において、その責務を遂行し、県民の福祉
増進に寄与するため、ここに会員憲章を定めま
す。
わたくしたち埼玉県獣医師会員は

１．動物の生命を守り、ひとびとの生活を豊
かにしよう

１．獣医学術を研鑽向上し、確信を持って業
務に邁進しよう

１．動物愛護思想を向上し、心豊かな生活を
しよう

１．環境衛生を向上し、福祉増進の実をあげ
よう

１．職域を尊重し、倫理の昂揚をはかろう

公益社団法人 埼玉県獣医師会員憲章
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